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転ぶ度 助けてもらう うれしさが 

学ぶ意欲に 新たなめあて 

2月 4日木曜日、スキー教室があり、6年生と 5年生

でパラダに行きました。私は去年のスキー教室以来滑っ

ていないので、内心不安でした。でも、いざ滑ってみた

ら、思っていたよりできたので、よかったです。 

午前の部では、１や２などのリフトでしたが、午後の部

では難しい４や２の上のリフトに乗り、滑りました。私は特

に４でたくさん転びました。雪が柔らかかったので、転び

やすかったです。でも、転ぶ度にインストラクターの先生

や友だちが助けてくれてとてもうれしかったです。 

私は来年の課題に、「体を安定させて滑ること」とイン

ストラクターの方に教わった「目線」の２つを重点的にやり

たいと思います。 

今年はコロナで例年と少しちがったけど、とても楽しか

ったです。また来年、小学校最後のスキー教室もがんばり

たいです。                   ゆうなさん 

1年ぶりでも、昨年

身につけた技能は身体

にしみこんでいるので

すね。 

助けてもらう嬉しさ

が、学ぶエネルギーに

なっているのですね。 

インストラクターの

先生から教えていただ

いたことを自分なりに

考えて努力していたこ

とが伝わってきます。 

 来年のスキー教室へ

と学びをつなげようと

しているゆうなさん、

すばらしい！ 


